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くくる
“くくる”とは、うちなー口で『心』のこと
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豊
見
城
市
長
堂
、
南
部
農
林
高
校
の
真
向
か

い
に
あ
る
と
よ
む

0

0

0

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
南
部
徳
洲
会
病
院
で
肝
胆
膵
外
科
部
長

を
務
め
ら
れ
て
い
た
院
長
の
伊
佐
勉
先
生

が
、
昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

―
　
開
院
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
初

に
、
こ
の
場
所
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
さ
れ

た
動
機
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
佐
―
　
は
い
。こ
の
長
堂
と
い
う
場
所
は
、

義
理
の
両
親
が
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、医
師
と
い
う
職
業
人
生
の
仕
上
げ
に
、

ぜ
ひ
、
こ
の
場
所
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
頼
り

に
な
る
『
か
か
り
つ
け
医
』
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
前
職
の
南

部
徳
洲
会
病
院
時
代
に
は
、
内
科
や
総
合
診

療
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
そ
の
間

に
も
、
県
外
の
専
門
施
設
で
腰
痛
な
ど
に
対

す
る
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
筋
膜
リ
リ
ー
ス
（
ト

リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
）
を
学
ぶ
な
ど
開
院

の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

―
　
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
筋
膜
リ
リ
ー
ス
と
い

う
の
は
、
ど
ん
な
も
の
な
ん
で
す
か
。

伊
佐
―
　
こ
れ
は
最
近
、
全
国
的
に
注
目
を

浴
び
て
い
る
、
慢
性
の
腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど

を
治
す
治
療
法
で
す
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
湿
布
を
し
て
も
ど
う
し
て

も
痛
み
が
取
れ
な
い
ひ
ど
い
腰
痛
や
肩
こ
り

な
ど
を
緩
和
す
る
た
め
に
、超
音
波
装
置（
エ

コ
ー
）
を
使
っ
て
、
実
際
に
患
部
の
状
態
を

観
察
し
な
が
ら
行
う
も
の
で
、
癒
着
し
て
固

く
な
っ
た
筋
膜
を
注
射
で
剥
が
し
て
、
筋
肉

本
来
の
動
き
を
回
復
さ
せ
、
こ
り
や
痛
み
を

取
り
除
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
頼
り
に
な
る
か
か
り
つ
け

0

0

0

0

0

医
に
な
れ
る
よ
う
に
と

願
い
を
込
め
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
名
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
診
断
を
活
用
し
た
的
確
な
診
断
を
充
実

さ
せ
た
い
と
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
も
使
わ
れ
る
『
響と
よ

む
』
と
い
う

言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

シリーズ医療連携 -5

誰もが最善の医療を受けられる社
会を目指して

伊
佐 

勉
院
長

と
よ
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

伊佐 勉（いさ つとむ）
・沖縄市出身、琉球大学医学部、琉球大学大

学院医学研究科卒業

・福島県立医科大学 特任教授（併任）、南部
徳洲会病院 肝胆膵外科部長等を経て昨年
12 月より現職

・医学博士、外科専門医・指導医、消化器外
科専門医・指導医、消化器病専門医・指導医、
がん治療認定医、消化器がん外科治療認定
医、肝胆膵外科高度技能指導医、日本胆道
学会認定指導医



kukuru.   February 2019

NANBU TOKUSHUKAI HOSPITAL3

―
　
そ
の
他
の
診
療
科
目
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

伊
佐
―
　
は
い
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う

に
、南
部
徳
洲
会
病
院
で
の
勤
務
を
通
し
て
、

幅
広
い
分
野
の
実
績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
科
目
と
し
て
は
、
内
科
や
消
化
器
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
職

業
人
生
の
な
か
で
出
会
っ
た
大
勢
の
優
秀
な

医
師
や
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
、
安
心
し
て
通
え
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健

康
や
病
気
の
こ
と
を
な
ん
で
も
気
楽
に
相
談

で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

―
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎ 098-851-1717 toyomufamilyclinic@gmail.com
とよむファミリークリニック　沖縄県豊見城市字長堂 375-6

時　　間 月 火 水 木 金 土
午前　9:00 ～ 12:30

（受付 9:00 ～ 12:00） ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後　14:00 ～ 18:00

（受付 14:00 ～ 17:30）○ ○ ○ ○
休診日：水曜日、土曜日午後、日曜日、祝日

507

329
嘉 数 仲井真

津嘉山

国場↑

東風平↓

　　　　　●
南部農林高校

←真玉橋（南）

←金良

上間交差点→

●ユニオン
TSUTAYA●

はま●
寿司

●サンエー
　津嘉山シティ

　●
津嘉山
自動車学校

●ドラッグ11

とよむファミリー
クリニック

　【 診 療 理 念 】
・病気や健康に関する問題を気軽に相談できる「頼りになる
『かかりつけ医』」を目指します。

・幅広い分野の医療に対応し、高度の専門性を必要とする際
には基幹病院と連携を図り、安心して通えるクリニックを
目指します。

・職員の和を大切にし、より良い医療を提供できるよう日々
研鑽に努めます。

診療科目 : 内科・消化器内科・外科・整形外科



4

「
赤
ち
ゃ
ん
は
神
様
の
贈
り
物
。
産

婦
人
科
医
の
役
目
は
、
そ
の
贈
り
物

を
迎
え
に
行
く
こ
と
で
す
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
す
の
は
、
台
湾
出
身
の
陳

能
瑾
先
生
。
先
生
は
、
岡
山
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
日
本
の
医
師
国
家
資

格
を
取
得
後
、
米
国
留
学
を
経
て
岡

山
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
広
島
逓

信
病
院
、
岡
山
赤
十
字
病
院
等
で
勤

務
。
そ
の
後
、
故
郷
の
新
竹
県
に
戻

り
、
県
衛
生
局
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
。
平
成
26
年
に
来
沖
し
、
ア
ド
ベ

ン
チ
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を

経
て
、
昨
年
12
月
に
当
院
に
入
職
さ

れ
ま
し
た
。

　

陳
先
生
に
、
沖
縄
を
選
ん
だ
理
由

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
台
湾
で
も
へ

き
地
・
離
島
医
療
に
強
い
関
心
を
持

っ
て
行
政
や
医
療
の
現
場
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
来
た
の
は
、

そ
の
経
験
が
活
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。

そ
し
て
、「
南
部
徳
洲
会
病
院
で
勤

務
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
は
、
赤
崎

満
院
長
を
は
じ
め
み
な
さ
ん
が
、
熱

心
に
誠
意
を
込
め
て
お
誘
い
く
だ
さ

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
」と
、

に
っ
こ
り
。

　

さ
て
、
陳
先
生
は
婦
人
科
分
野
で

も
造
詣
が
深
く
、
博
士
号
の
論
文
タ

イ
ト
ル
も
『
子
宮
頚
癌
の
膣
壁
侵
襲

に
関
す
る
基
礎
的
臨
床
的
研
究
』
と

い
う
も
の
。
先
生
は
、
子
宮
頸
が
ん

に
つ
い
て
早
期
発
見
を
す
れ
ば
、
身

体
へ
の
少
な
い
負
担
で
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
特
に
、
初
期
段

階
で
あ
れ
ば
、
子
宮
円
錐
切
除
術
な

ど
日
帰
り
で
行
え
る
術
式
も
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
人
間
ド
ッ
ク
や
婦
人
科

で
の
定
期
健
診
を
積
極
的
に
受
診
し

て
、
早
期
発
見
に
努
め
て
欲
し
い
と

力
を
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
見

る
よ
う
に
、
先
生
は
中
国
語
（
台
湾

語
・
北
京
語
・
広
東
語
）、
日
本
語
、

英
語
の
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
。当
院
で
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
医
療
機
能
評
価
機
関

認
証
）
や
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
（
外
国
人
患
者

受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
）
の
認

証
を
取
得
す
る
な
ど
、
沖
縄
在
住
、

あ
る
い
は
沖
縄
に
訪
れ
る
外
国
の
方

へ
の
医
療
提
供
に
積
極
的
に
努
め
て

お
り
、
陳
先
生
の
入
職
は
力
強
い
味

方
と
な
り
ま
す
。

産
婦
人
科
に 

陳 
能の

う
き
ん瑾 

先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た

産
婦
人
科
に 

陳 
能の

う
き
ん瑾 

先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た

診 療 時 間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 備　　考

産 婦 人 科
朝 診 09：30 ～ ～ 11：30 迄 松岡 恵 手　術 松岡 恵 陳　能瑾 山口正幸 陳　能瑾 ※Dr陳は１週目休診

※予約以外の方は、電話にて
お問い合わせください。昼 診 13：30 ～ ～ 15：00 迄 山口正幸 松岡 恵 山口正幸 山口正幸 松岡 恵

●陳 能瑾先生 プロフィール

・医学博士、ECFMG 認定（米国）
・ジョンズ・ホプキンス大学公衆衛生大学院公衆

衛生学修士取得
・台北医科大学、岡山大学医学部卒業
・台北市立和平病院産科部長、新竹県衛生局長、

国立病院院長（台湾）等を経て、平成 26 年に
来沖。アドベンチストメディカルセンターを経
て、昨年 12 月より現職

24
時
間
、
３
６
５
日
、
い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
。

チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、
信
頼
し
て
受
診
し
て
い

た
だ
け
る
産
婦
人
科
づ
く
り
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
。

24
時
間
、
３
６
５
日
、
い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
。

チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、
信
頼
し
て
受
診
し
て
い

た
だ
け
る
産
婦
人
科
づ
く
り
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
。
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　当院では、日本医療機能評価機構による２回目の
更新認定と合わせて、昨年 10 月に日本医療機能評
価機構副機能及び付加機能認定審査として当院リハ
ビリテーション機能、回復期リハビリテーション機
能に関する審査を受審、当院リハビリテーション部
門の実力を評価いただき、認定を取得することがで
きました。
　日本医療機能評価機構は、国民が安全で安心な医
療が受けられるよう、『患者中心の医療の推進』、『良
質な医療の実践１』、「良質な医療の実践２』、『領域』、

『理念達成に向けた組織運営』の四つの評価対象領
域から、受審する医療機関を第三者的視点で評価・
認定しています。当院は、２００８年に初めて認定
取得し、２０１３年と２０１８年に更新認定を受け
ています。
　今回、本体審査と合わせてリハビリテーション機
能について受審したきっかけについて、松原弘明リ
ハビリテーション科部長にお伺いしたところ、「２
年ほど前に徳洲会グループ リハビリテーション部

会顧問の皆川晃慶先生が来沖された際に、受審を勧
められたのがきっかけ」とのことで、２年間の準備
期間を経て受審・取得となりました。
　認定取得について、特別なことをやったわけでは
ないと松原部長、「ふだんやっていることを、みん
なで改めて意識していったということでしょうか」
と話します。また「評価いただいポイントも、逆に
指摘を受けたポイントも、すでに自分たちで気づい
ていたことで、それを第三者の声で、改めて言葉に
していただいたということが大きい」、と強く頷き
ました。
　今後は、リハビリテーションに関わるスタッフの
意識改革をより積極的に進めていきたいと松原部
長。「私たちの病棟、そして患者視点の医療・リハ
ビリテーションとは何かを、チーム全員で深めてい
きたい」と話すとともに、在宅医療に向けた病棟づ
くりや、回復期だけでなく急性期リハビリテーショ
ンの提供に向けても積極的に取り組んでいきたいと
抱負を語っていただきました。

患
者
中
心
の
よ
り
充
実
し
た
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
提
供
に
向
け
、
チ
ー
ム
全
体
で
取
り
組
み
た
い

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

当院回復期リハビリテーション科が
日本医療機能評価機構副機能及び付加機能評価を取得
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介護棟各事業所の紹介 -②デイ・ケア
　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
師
の

指
示
の
も
と
、
利
用
者
が
自
宅
や
地
域
で
、

で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ

う
日
常
生
活
動
作
の
維
持
・
向
上
を
介
護
保

険
を
利
用
し
て
支
援
す
る
事
業
所
で
す
。

　

南
部
徳
洲
会
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
大
き
な
特
徴
は
、
隣
接
す
る
本
院
と

密
接
に
連
携
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
利
用
者

の
心
身
の
状
態
を
的
確
に
把
握
し
、
最
適
な

リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
。
本
院
に
入
院
さ
れ
た
場

合
に
は
、
退
院
前
か
ら
情
報
を
共
有
し
て
本

人
と
ご
家
族
に
関
わ
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
切
れ
目
な
く
機
能
訓
練
を
受
け
て
い
た
だ

け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

当
事
業
所
で
は
、
馬
屋
原
伸
先
生
の
指
示

に
よ
り
、
理
学
療
法
や
作
業
療
法
、
言
語
療

法
な
ど
具
体
的
な
機
能
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
お
り
、
自
宅
や
地
域
で
の
よ
り
快
適

で
自
立
的
な
日
常
生
活
に
向
け
て
各
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
院
と
の
連
携
で
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

営 業 日：月～土曜日（正月三が日を除く）
営業時間：8:30 ～ 17:00
送迎エリア：糸満市、八重瀬町、豊見城市、那覇市、
南風原町、南城市、与那原町、西原町
※通所リハビリテーション→要介護 1 ～ 5
※介護予防リハビリテーション→要支援 1・2
☎ 0 9 8 - 9 9 8 - 0 3 0 6

【 職 員 配 置 】

医師 2 名 介護福祉士 10 名
看護師 2 名 介護要員 5 名
理学療法士 2 名 相談員 1 名
言語聴覚士 1 名 事務員 1 名
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介護棟各事業所の紹介 -③デイ・サービス

　

通
所
介
護
と
は
、
ご
自
宅
や
地
域
で
暮
ら

す
お
年
寄
り
が
、
メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
て
暮
ら

す
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
機
能
回

復
訓
練
を
日
帰
り
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

南
部
徳
洲
会
病
院
通
所
介
護
事
業
所
で

は
、
利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
や
地
域

で
、
末
永
く
元
気
に
生
活
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、『
障
害
を
抱
え
た
方
で
も
安
定
し
た

在
宅
療
養
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
』
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
利
用
者

や
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も

と
、
主
治
医
や
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
セ
ラ
ピ
ス
ト
等
と

も
密
接
に
連
携
を
と
っ
て
、
お
ひ
と
り
お
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
短
期
・
長
期
の
機
能
回
復
・

維
持
目
標
を
設
定
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の

身
体
的
・
精
神
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

必
要
な
支
援
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え

る
年
間
行
事
や
外
出
・
買
い
物
を
利
用
者
の

ご
希
望
を
伺
い
な
が
ら
設
定
・
実
施
す
る
な

ど
、
利
用
者
や
ご
家
族
が
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
、
温
か
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

営 業 日：月～土曜日（正月三が日を除く）

営業時間：8:30 ～ 17:00

送迎エリア：糸満市、八重瀬町、豊見城市、那覇市、

南風原町、南城市、与那原町、西原町

※通所介護→要介護 1 ～ 5

☎ 0 9 8 - 9 9 8 - 3 0 6 4

生
き
が
い
や
友
達
作
り
の
温
か
な
場
で
す

通

所

介

護

【 職 員 配 置 】

看護師 3 名 介護福祉士 8 名

機能訓練員 1 名 介護要員 4 名

生活相談員 3 名 事務員 1 名
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知念  常
じょうこう

光 氏 プロフィール

・	 人財共育 株式会社 主任講師
・	 1941 年（昭和 16 年） 沖縄県うるま市勝連で出生。

沖縄県立 那覇高等学校、玉川大学 教育学部 卒業。
24 歳のときに会社設立。 60 歳で引退 経営経験 36 年。
昭和 54 年より人材育成のための講師として、県庁・市町村役場・
各地の商工会・ＪＡ・琉球銀行・沖縄銀行・郵便局・デパート・
青年会議所・県内中小企業・琉球大学・沖縄大学、県外では玉川
大学・目白大学等で「前向きに生きる」と「商いの心」をテーマ
に講演。1970 年からラジオパーソナリティーを勤める。

・	 現在 ラジオ沖縄にて「Ｇｏｉｎ に my way」　
毎週土曜日 よる  10:00 ～ 11:00 出演中。ラジオ出演 49 年
目を迎える。

・	 著書：「志高く覇気あれ！」 「感動力の時代」

※知念常光さんは当院の『医療講演』に、レギュラーとしてご協力いただいています
このコーナーは、知念さんの著書の中から、ワンタイトルを選んでご紹介しています。

「あて」にされるということ

　ある中小企業の研修会で「不幸とは

何か」というタイトルで話し合ったそ

うです。結論は、すべての人から否定

されてしまうこと、会社でも、家庭でも、

あてにされないことこそが人間にとっ

て最大の不幸である、ということになっ

たそうです。

　逆に言えば、幸福とは、「家庭で、職

場で頼りにされ、あてにされ、そのこ

とに喜びを感じること」ということに

なります。

　「別にあの人がいなくても」という人

でなく、あてになる上司、あてになる

部下がまちがいなくその企業を支えて

います。

　また自分はあてにされているという

自負心がその人を生き生きとさせます。

　人と人との関わりの中で、あてにさ

れるような行動をとらな人は、孤立し

ます。

　孤立は孤独で寂しいと思いませんか。

　もしその寂しさに慣れてしまってい

たとしたら悲しいと思いませんか。

　幸福への努力を怠っていると思いま

せんか。　　

しあわせに 生きるために  ～Ｈａｐｐｙ  Ｌｉｆｅ ～

私達は、100 人が 100 人とも幸せな人生を過ごしたいと思っています。
しかし、その思いとは反対にアンハッピーなことに遭遇する事があります。
嫌なことがあっても、それを乗り越えて幸せを引き寄せてしまう人と、
不幸を引きずったまま、生きていく人がいます。
一度きりの人生だからハッピーに生きたいと思っているあなたと幸せで
楽しく生きるための秘訣について考えてみましょう。

シリーズ vol.7
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新 春 も ち つ き 大 会

1 月 4 日（金）の仕事始めの日、恒例の新春も
ちつき大会が開かれました。
蒸したてのお米を若手スタッフが重たい杵で突
きあげると、きなこや餡子を包んで丸めます。
出来立てのお餅は、その場で患者様やご家族、
そして職員にもふるまわれました。
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南部徳洲会病院臨床研修の理念

Ⅰ　理念

「生命だけは平等だ」の基本理念のもと、全人的・

全身的に患者様を診る能力を身につけるととも

に、医療を通して社会に貢献できる人格形成を目

指す

Ⅱ　基本方針

１　患者様の権利を理解し、安全を心がける

２　医療スタッフと連携し、チーム医療を実践す

る

３　基本的な診療能力を身につけ、適切な検査・

治療が計画できる

４　基本的な検査・治療手技を身につける

５　医師として必要なプレゼンテーション能力を

身につける

６　地域医療の積極的な参加を心がける

７　生涯にわたって自己研鑽するための学習習慣

を身につける

Ⅲ　理念の実行方法（研修計画）

１　医療安全管理委員会・感染対策委員会への参

加を通じて患者様の権利、安全管理に対する

理解を深める

２　オリエンテーションを通じてコメディカルの

職務を理解すると同時に、　コメディカルと

のカンファレンスを通じてチーム医療の理解

を深める

３　日々の回診、カンファレンスを通じて基本的

な診療能力の習得に努める

４　受け持ち患者様に対する手技を指導医の指導

のもと安全に施行する

５　回診、カンファレンス、学会発表など状況に

応じたプレゼンテーションを行う

６　僻地・離島の研修を経験し理解を深める

７　日々の症例を記録し常に学習、考察を行う

厚生労働省指定基幹型臨床研修病院とは、医学部を卒業し、医師免許を取得した医師（研修医）

が卒後 2年間、基本的な手技、知識（初期研修）を身につけるために、厚生労働省の審査を受け、

指定を受けた病院のことです。

当院は、昭和54年の開院当初から、研修医を受け入れ「救急を断らない、何でも診ることので

きる医師」の育成を目指し、南部地域の中心的病院として活動しています。

南部徳洲会病院は、厚生労働省指定基幹型臨床研修病院です。

１ 月 ４ 日（ 金 ）、 本 院 ７ 階 大 食 堂 で、
2019 年南部徳洲会病院新年会と永年勤
続 10 年、20 年、30 年の各表彰をとり
行いました。

南 部 徳 洲 会 病 院 新 年 会
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医療法人沖縄徳洲会

南部徳洲会病院
当院は下記の事項を遵守して「いつでも、どこでも、

だれでもが、安心して最善の医療を受けられる社会」

を目指します。

基本理念

～ 生
いのち

命だけは平等だ ～

生
せいめい

命を安心して預けられる病院

健康と生活を守る病院

1.	年中無休、24 時間オープン。

2.	入院保証金、総室 ( 大部屋 ) の室料差額冷暖房

費等一切無料。

3.	健康保険の 3 割負担金も困っている人には猶予

する。

4.	生活資金の立替、供与をする。

5.	患者さまからの贈り物は一切受けとらない。

6.	医療技術、診療態度の向上にたえず努力する。

基 本 方 針

南部徳洲会病院　患者の権利章典　

１．	 患者は、何人も差別されることなく、適切な医療を受ける権利があります。

２．	 患者は、自分の診断・治療・予後についての情報を理解できる言葉で説明を受ける権利がありま

す。しかし、そのような情報を患者本人へ直接伝えることが医学的に妥当でないと思われる場合は、

代理人へ伝えます。また、患者は、自身の診療・治療に責任を持つ医師が誰であるかを知る権利

があります。

３．	 患者は、法律によって許される範囲内で、治療を拒否する権利があります。

　　　また、治療をしない場合の予測される結果について知る権利があります。

４．	 患者は、当院での診断や治療方法に関して、セカンド・オピニオン（他院を含む他の医師の診断）

を受ける権利があります。また、患者は、不服を申し立てる権利があります。

５．	 患者は、個人情報やプライバシーについて、配慮を求める権利があります。

６．	 患者は、自身の診療録（カルテ）等の診療情報の開示を求める権利があります。

７．	 患者は、処置や治療の際に、医師から説明を受ける権利があります。なお、緊急時を除いて、処

置や治療の内容だけでなく、それらに伴う合併症や危険性についても説明を受ける権利がありま

す。また、代替方法や代替治療がある場合には、それらについての説明を受ける権利があります。

８．	 患者は、病院内での安全な環境を提供される権利があります。

９．	 患者が意識不明か自己の意思表示が不可能な場合には、インフォームド・コンセントは法の定め

る代理人に対して行われます。法の定める代理人の不在時に緊急の医療処置が必要になった場合

には、患者があらかじめそのような状況での医療処置を拒否していない限り、患者の同意がある

ものとみなして医療処置を実施します。ただし、自殺企図の場合には、患者の意思にかかわらず

救命医療を実施します。

１０．	患者が未成年者あるいは法的無能力者の場合には、法の定める代理人に権利があります。

１１．	患者は自己の健康や保険サービスに関する選択が行えるように、保健教育を受ける権利がありま

す。その保健教育には、健康的ライフスタイルや疾患の予防、早期発見の方法に関する情報があ

ります。

１２．患者は、人道的で尊厳のある終末期医療を受ける権利があります。

１３．患者は、医学的のみならず精神的支援を受ける権利があります。それには自らが選んだ宗教の聖

職者による支援を含みます。また、それを望まない場合に拒絶する権利があります。

１４．	患者は、疼痛の原因を知る権利があります。また、疼痛に対する治療方針決定に関与する権利が

あります。
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※ 

但
し
、
急
患
は
24
時
間
受
付
、
土
曜
日
午
後
・
日
曜
・
祝
日
は
当
直
医
が
担
当
致
し
ま
す
。

※ 

出
張
・
学
会
の
為
、
担
当
医
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
診
療
体
制
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

南
部
徳
洲
会
病
院
八
重
瀬
町
字
外
間
１
７
１
番
地
１

☎
０
９
８
ー
９
９
８
ー
３
２
２
１

診 療 時 間 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 備　　考

内 科・ 総 合 診 療 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
服部真己
山本俊二
國仲美奈子

小渡輝雄
服部真己
平良智彦
山本俊二
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
山本俊二
仲宗根 啓
國仲美奈子

平安山英達
小渡輝雄
服部真己
山本俊二

玉城利昭
服部真己
仲宗根 啓

服部真己
山本俊二
仲宗根 啓

※(金 )(土 )Dr仲宗根

は予約制	

※ Dr平安山、Dr小渡、

Dr玉城の診療 8：30～

総 合 診 療
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄

清水徹郎
山本俊二
國仲美奈子

服部真己
國仲美奈子

平良智彦
伊佐 勉
大場修治
國仲美奈子
徳田安春

服部真己
山本俊二
郷 克己

山本俊二
大場修治 当直医

※(水 )Dr徳田は第 2,4

週　診療 14：00 ～（完

全予約制）

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 当直医 当直医 当直医 当直医 当直医

呼 吸 器 外 来

朝診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
金城武士(琉大)
【呼吸器内科】 

妹尾真実
【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】 ※ (火 )Dr 金城は完全

予約制

※ Dr 妹尾は、予約と紹

介のみ受付／毎週 (木 )

は完全予約制

※胸部外科外来・SAS 外

来・禁煙外来は予約制

※ (水 )Dr 徳田は第 2.4

週 予約制

下地光好
【胸部外科外来】

特診

13：30 ～ ～ 16：30 迄
妹尾真実
※第 2.4 週

【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】

13：30 ～ ～ 16：00 迄 赤崎 満
【SAS 外来】

赤崎 満
【SAS 外来】

14：00 ～ ～ 16：00 迄 徳田安春
【禁煙外来】

下地光好
【禁煙外来】

糖 尿 病 外 来

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄 舘 一男 舘 一男 山川 研(中徳) ※ Dr 舘は予約制

第1（金）は初診のみ予約

※ Dr 大城は完全予約制

※ Dr 山川は不定期
2月は 8日・22 日

昼 診
12：30 ～ ～ 15：00 迄 大城 讓

14：00 ～ ～ 16：00 迄 舘 一男 舘 一男

循 環 器 内 科 朝 診
08：30 ～ ～ 11：30 迄

川満克紀
安里直美

川満克紀
川満克紀
安里直美	

大城 力 (中徳)

平良智彦
伊集広城

(琉大 )

川満克紀 伊集広城
(琉大 )

※予約制

※ Dr伊集の診療09：00～

※ (水 )Dr 大城力は第
1,3 週

08：30 ～ ～ 10：00 迄 河野秀幸 ※再診のみ受付

救 急 診 療 科
09：00 ～ 13：00

旭 大悟　　　　　清水徹郎 旭 大悟 清水徹郎 原田 宏
原田 宏

13：00 ～ 17：00 当直医

外 科 ･ 消 化 器 科 朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄
兼城隆雄
大城 敏

玉城 聡
担当医

渡邊正俊
大城 敏

兼城隆雄
比嘉章太郎

(琉大 )

玉城 聡
深町俊之

担当医

外 　 　 科
昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 担当医（琉大）

当直医
※(木 )琉大より Dr稲

福 又は、Dr喜瀬夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 担当医 原田 宏 担当医 当直医 当直医

心 臓 血 管 外 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄

赤崎 満
瀬名波栄信 赤崎 満 下地光好 担当医 ※(土 )は ,

第 1,3 週：Dr 赤崎	

第 2,4,5 週：Dr 瀬名波　夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 下地光好 瀬名波栄信 瀬名波栄信

特 殊 外 来

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

昼 診

13：30 ～ ～ 15：30 迄
嶺井 悟

 【がんサポート
　　新患外来】

嶺井 悟
 【がんサポート

　　再診外来】

※再診外来は受付 16：

00 迄

14：00 ～ ～ 16：30 迄
滝吉優子

【リハビリ科
　　　　専門外来】

仲榮眞盛保
【血管外科外来】

※ (火 )Dr 滝吉は完全
予約制　
※ (木 )Dr 仲榮眞は
第 1.3.5 週 予約制　　

15：00 ～ ～ 16：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

※第 1.2.4 週　

※完全予約制

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄 渡邊正俊	
【肛門外来】

※完全予約制

整 形 外 科
朝 診

09：00 ～ ～ 11：30 迄

砂川秀之
大城義竹
中島慶太　
（初診担当）

金城幸雄
砂川秀之
武市憲英　
（初診担当）

金城幸雄
金城綾美
中島慶太　
（初診担当）

金城幸雄
新垣宜貞
金城綾美

新垣宜貞
大城義竹
武市憲英　
（初診担当）

担当医

09：30 ～ ～ 11：30 迄 石原昌人
(琉大 ) 股関節

比嘉勝一郎
(琉大 )脊椎

大久保宏貴
(琉大 )手外科

夕 診 17：00 ～ ～ 18：30 迄
金城幸雄
金城綾美

新垣宜貞
中島慶太

武市憲英
新城宏隆

【膝関節外科】

砂川秀之
大城義竹

※夕診は予約と紹介の

み

脳 神 経 外 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 嘉手苅勤 嘉手苅勤 新垣辰也
(中徳 )

※ Dr 嘉手苅は、予約と

紹介のみ受付

※ (金)Dr外間は予約制

※ (土 )Dr 新垣は隔週

2月は 9日・23 日

昼 診 15：00 ～ ～ 16：30 迄 外間洋平
(琉大 )

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 嘉手苅勤

皮 　 膚 　 科
朝 診 08：30 ～ ～ 10：00 迄

冨永 智
冨永 智

冨永 智 冨永 智
冨永 智 冨永 智 ※ (土)は受付9：30迄

※(月)・(木)午後は紹
介のみ昼 診 14：00 ～ ～ 15：00 迄

泌 尿 器 科

朝 診 08：30 ～ ～ 11：30 迄 向山秀樹 手　術
手　術 向山秀樹 手　術

※(土)は受付09：30迄

昼 診 13：30 ～ ～ 16：30 迄 向山秀樹
仲宗根 啓

泉恵一朗
(琉大 )

夕 診 17：00 ～ ～ 19：00 迄 向山秀樹 仲宗根 啓 向山秀樹

歯 科 口 腔 外 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 神農悦輝
萩原 泉　

古波藏大祐

神農悦輝
萩原 泉

古波藏大祐

顎関節外来	
（神農悦輝）

萩原 泉
古波藏大祐

インプラント外来	

（神農悦輝）
手　術

神農悦輝
萩原 泉

古波藏大祐

担当医

昼 診 13：30 ～ ～ 16：00 迄
萩原 泉

古波藏大祐

神農悦輝
萩原 泉

古波藏大祐
手　術

産 婦 人 科
朝 診 09：30 ～ ～ 11：30 迄 松岡 恵 手　術 松岡 恵 陳　能瑾 山口正幸 陳　能瑾 ※Dr陳は１週目休診

※予約以外の方は、電

話にてお問い合わせく

ださい。
昼 診 13：30 ～ ～ 15：00 迄 山口正幸 松岡 恵 山口正幸 山口正幸 松岡 恵

小  児  科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：30 迄 朝倉秋乃
早田 航

早田 航
松川 格

大府正治
須貝みさき

朝倉秋乃
松川 格

大府正治
松川 格 担当医 ※出張等で担当医が変更

になることがあります。

※予防接種は , １週間

前迄に予約が必要です。

※小児循環器外来は

　完全予約制

（月）は受付 15：00 迄、

初診のみ予約

※小児神経外来は

　紹介・完全予約制

13：30 ～ ～ 15：00 迄
乳児検診／予防接種
朝倉秋乃・早田航

乳児検診／予防接種
松川格・須貝みさき

特 診
14：00 ～ ～ 15：30 迄

小児循環器外来
（早田 航）

小児循環器外来
（早田 航）

14：00 ～ ～ 16：00 迄
小児神経外来

（大府正治）

夕 診 16：00 ～ ～ 18：00 迄 大府正治
（松川 格）

早田 航
（大府正治）

松川 格
（早田 航）

眼 　 　 科

朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 照屋絵厘子
(琉大 )

    
※金曜日の第 2.4 週は

予約制
昼 診 14：00 ～ ～ 16：00 迄

担当医
第1.3.5 週

仲嶺 盛
第 2.4 週

耳 鼻 咽 喉 科
朝 診 09：00 ～ ～ 11：00 迄 山下懐 (琉大 ) 金城 秀俊(琉大)

昼 診 14：00 ～ ～ 16：30 迄 喜友名朝則
(琉大 )

リ ハ ビ リ
午 前 08：30 ～ ～ 11：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　　　　
午 後 13：30 ～ ～ 16：30 迄 〇 〇 〇 〇 〇

放 射 線 治 療 科 0 9： 0 0 ～ 1 6： 0 0 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 ※完全予約制

人 工 透 析 0 9： 0 0 ～ 1 7： 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ス ト ー マ 外 来 0 9： 0 0 ～ 1 2： 0 0 〇


